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歳
入
の
状
況

町
の
歳
入
の
根
幹
で
あ
る
町
税
は
、

令
和
６
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
、
７

０
１
万
円
増
額
し
て
い
ま
す
。

歳
入
の
多
く
は
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
地
方
交
付
税
で
、
歳
入
の
43
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
様
々
な
事
業
を
実

施
す
る
た
め
に
、
国
や
県
か
ら
の
補

助
金
を
確
保
し
つ
つ
、
町
債
や
基
金

か
ら
の
繰
入
金
に
よ
っ
て
財
源
の
調

整
を
図
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
の
状
況

第
５
次
総
合
計
画
に
掲
げ
た
町
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
産
業
振
興
、

雇
用
拡
大
、
移
住
・
定
住
、
子
育
て

支
援
、
健
康
づ
く
り
な
ど
の
予
算
を

確
保
し
て
い
ま
す
。

▼
主
な
ハ
ー
ド
・
投
資
的
事
業

•
�

田
沢
集
会
所
建
築
事
業

•
�

音
声
告
知
端
末
機
器
更
新
事
業

•
�

中
川
地
区
農
村
公
園
整
備
事
業

•
�

杢
冷
堰
改
修
事
業

•
�

ス
キ
ー
場
圧
雪
車
更
新
事
業

•
�

観
光
案
内
看
板
設
置
事
業

•
�

町
道
中
川
大
栗
山
線
改
良
事
業

•
�

町
道
御
蔵
平
線
改
良
事
業

•
�

積
載
車
更
新
事
業

•
�

除
雪
車
購
入
事
業

•
�

河
川
改
修
事
業

•
�

か
ね
や
ま
小
学
校
環
境
整
備
事
業

▼
主
な
ソ
フ
ト
事
業
等

•
�

合
併
70
周
年
記
念
事
業

•
�

集
会
所
エ
ア
コ
ン
設
置
事
業

•
�

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
応
援
事

業

•
�

国
勢
調
査
事
業

•
�

除
雪
対
策
事
業

•
�

保
育
料
無
料
化
事
業

•
�

高
齢
者
世
帯
等
エ
ア
コ
ン
設
置
事

業

•
�

害
虫
駆
除
事
業

•
�

国
土
調
査
事
業

•
�

特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合

支
援
事
業

•
�

町
道
中
川
大
栗
山
線
開
通
式

•
�

複
式
学
級
緩
和
事
業

•
�

教
育
家
庭
支
援
事
業

その他
7,075万円（1.9%）

（　　）は構成比

地方交付税
15億9,900万円
（43.0%）

町税
5億8,940万円
（15.8%）

繰入金
4億6,384万円（12.5%）

町債
3億3,760万円
（9.1%）

県支出金
2億8,547万円
（7.7%）

国庫支出金
2億919万円
（5.6%）

諸収入
7,872万円（2.1%）
地方消費税交付金
4,850万円（1.3%）
地方譲与税

3,740万円（1.0%）

令
和
7
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
総
額
37
億
１
，
９
８
７
万
円

と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
3
億
88
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳入総額
37億1,987万円

地方交付税
　　……�地方公共団体の財源調整を目的

として国から交付されるお金
町税……�町民税・固定資産税・軽自動車

税など、みなさんが納めた税金
繰入金…�基金（町の貯金）などからのお

金
町債……�特定の目的のために、町が国や

金融機関から借り入れるお金
国・県支出金
　　……�特定の事業のために国や県から

交付されるお金
その他…使用料や手数料など

当 初 予 算
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（　　）は構成比

総務費
8億7,035万円
（23.4%）

商工費
3億6,601万円
（9.8%）

教育費
4億1,513万円
（11.2%）

公債費
3億2,880万円
（8.8%）

農水費
2億7,602万円
（7.4%）

諸支出金
2億1,471万円
（5.8%）

衛生費
2億886万円（5.6%）

議会費
4,522万円（1.2%）

その他
3,102万円（0.9%）

消防費
1億7,548万円（4.7%）

民生費
4億233万円
（10.8%）

土木費
3億8,594万円
（10.4%）

特
別
会
計・公
営
企
業
会
計
状
況

特
別
会
計
ご
と
の
予
算
規
模
は
、

国
事
会
計
、
国
施
会
計
が
縮
小
、
介

護
保
険
会
計
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医

療
会
計
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
国
施

会
計
で
は
、
自
動
血
球
計
数
Ｃ
Ｒ
Ｐ

測
定
装
置
お
よ
び
解
析
付
心
電
図
の

更
新
を
行
い
ま
す
。

企
業
会
計
ご
と
の
予
算
規
模
は
、

簡
水
事
業
会
計
が
、
収
益
的
収
入
で

１
，
４
５
１
万
円
の
増
、
収
益
的
支

出
で
１
，
４
５
１
万
円
の
増
、
資
本

的
収
入
で
３
，
１
４
４
万
円
の
減
、

資
本
的
支
出
で
３
，
１
９
０
万
円
の

減
と
な
っ
て
お
り
、
建
設
改
良
事
業

と
し
て
沼
沢
地
区
簡
易
水
道
再
編
推

進
事
業
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
事
業
会
計
が
、
収
益
的
収

入
で
２
，
１
９
１
万
円
の
増
、
収
益

的
支
出
で
１
，
４
５
２
万
円
の
増
、

資
本
的
収
入
で
７
０
５
万
円
の
減
、

資
本
的
支
出
で
８
２
７
万
円
の
減
と

な
っ
て
お
り
、
建
設
改
良
事
業
と
し

て
合
併
浄
化
槽
設
置
工
事
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

特　別　会　計
会計名 令和７年度

予　算　額
令和６年度
予　算　額 前年度比

国民健康保険
事業勘定会計
※医療費など

2億8,014万円 2億8,783万円 ▲769万円

国民健康保険
施設勘定会計
※診療所の運営など

1億6,951万円 1億7,539万円 ▲588万円

介護保険会計 6億1,069万円 6億205万円 864万円

後期高齢者医療会計 5,408万円 5,352万円 56万円

令和７年度歳出総額
37億1,987万円

総務費…町行政の管理全般
教育費…�小中学校教育、社会教育、文化の

振興
民生費…�高齢者、障がい者、児童等の福祉

対策
土木費…町道の改良・修繕、道路除雪
商工費…�商工業、観光の振興
公債費…�国や金融機関からの借入金（町

債）の返済
農水費…�農林水産業振興、林道改良・修繕
諸支出金
　　…�公営企業会計への支出金・補助金等
衛生費…�ごみ処理、健康診断、予防接種
消防費…�消防施設の整備・修繕、災害対策
議会費…�町議会の運営

公営企業会計
会計名 令和７年度

予　算　額
令和６年度
予　算　額 前年度比

簡易水道事業会計 3億1,343万円 3億3,082万円 ▲1,739万円

下水道事業会計 2億1,840万円 2億1,215万円 625万円



製
作
者
：
長は

谷せ

川が
わ

浩ひ
ろ

美み

さ
ん
（
川
口
）

町
の
花
で
あ
る
こ
ぶ
し
を
背
景
に
、
二
つ
の

小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
手
を
取
り
合
い
一
つ

に
な
る
こ
と
を
表
し
ま
し
た
。
こ
ぶ
し
の
６

枚
の
花
び
ら
に
「
信
頼
」、「
愛
ら
し
さ
」、「
友

愛
」、「
友
情
」、「
歓
迎
」、「
尊
厳
」
の
思
い
を

込
め
、
白
い
花
び
ら
の
縁
取
り
は
群
青
色
と
し

ま
し
た
。
群
青
色
は
古
く
か
ら
愛
さ
れ
て
い
る

色
で
伝
統
と
気
品
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
落
ち
着

き
が
あ
り
な
が
ら
も
強
い
存
在
感
を
放
つ
群
青

色
と
、
新
し
い
小
学
校
と
そ
こ
で
学
ぶ
子
ど
も

た
ち
を
重
ね
合
わ
せ
ま
し
た
。

～
校
章
に
込
め
た
想
い
～

かねやま小学校校章

4広報かねやま　７. ４. １０

互いの良さと伝統を引き継ぎ
かねやま小学校開校

令和７年４月１日、横田小学校と金山小学校が統合
し、新たに児童３４名でかねやま小学校が開校しました。
横田小学校は１５１年、金山小学校は４４年の歴史に幕
を閉じ、新しい歴史が創り出されます。
これまで広報かねやまでは、統合小学校の校名・校

歌・校章を募集してきました。そして、金山町小学校統
合準備委員会による厳正な審査の結果、新しい小学校で
過ごす児童たちの明るい未来が想像できる校名・校歌・
校章が決定いたしました。



作
詞
者
：
根ね

岸ぎ
し

秀ひ
で

幸ゆ
き

さ
ん
（
埼
玉
県
）

私
は
福
島
県
内
の
高
校
に
進
学
し
、
そ
の
後

全
国
規
模
の
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
。
働
き
な

が
ら
大
学
に
通
っ
た
り
、
海
外
出
張
を
通
じ
て

世
界
の
広
さ
と
多
様
性
を
実
感
し
た
り
す
る
中

で
も
、
私
の
原
体
験
は
金
山
町
に
あ
り
ま
し

た
。自

然
豊
か
な
こ
の
町
で
育
っ
た
こ
と
に
感
謝

し
て
い
ま
す
し
、
今
の
子
ど
も
た
ち
に
も
将
来

に
向
か
っ
て
明
る
く
進
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
願
い
を
込
め
ま
し
た
。

～
歌
詞
に
込
め
た
想
い
～

5 広報かねやま　７. ４. １０

広ひ
ろ

が
る
空そ

ら

に

桐き
り

の
木き

揺ゆ

れ
る

自し

然ぜ
ん

豊ゆ
た

か
な

ふ
る
さ
と
の
地ち

こ
ぶ
し
の
花は

な

が

咲さ

き
誇ほ

こ

り

か
っ
こ
う
の
声こ

え

が

響ひ
び

き
渡わ

た

る

学ま
な

び
の
園そ

の

よ

我わ
れ

ら
の
誇ほ

こ

り

未み

来ら
い

へ
進す

す

む

か
ね
や
ま
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

友と
も

と
手て

を
取と

り

笑え

顔が
お

あ
ふ
れ
る

心こ
こ
ろ
ひ
と
つ
に

夢ゆ
め

を
描え

が

こ
う

四し

季き

折お
り

々お
り

の

美う
つ
く

し
さ

感か
ん

じ
な
が
ら

歩あ
ゆ

ん
で
行ゆ

こ
う

成せ
い

長ち
ょ
う

の
道み

ち

よ

希き

望ぼ
う

に
満み

ち
て

明あ
し
た日

を
創つ

く

る

か
ね
や
ま
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

か
ね
や
ま
小
学
校
校
歌

作
詞

：

根

岸

秀

幸

作
曲

：

目

黒

健
一
郎



校旗返納 記念品の前で撮影

地域の皆さんによる校歌斉唱
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３
月
21
日
、
横
田
小
学
校
に
お
い

て
閉
校
式
が
行
わ
れ
、
校
旗
が
返
納

さ
れ
ま
し
た
。
閉
校
式
終
了
後
は
閉

校
記
念
行
事
が
行
わ
れ
、
多
く
の
地

域
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
横

田
小
学
校
の
１
年
間
を
詰
め
込
ん
だ

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
は
、
四
季
折
々

の
行
事
や
児
童
の
思
い
出
が
振
り
返

ら
れ
、
会
場
で
は
様
々
な
表
情
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
閉
校
記
念
品
と
し
て
大
竹

惠
子
さ
ん
と
児
童
が
作
り
上
げ
た
在

校
生
一
人
ひ
と
り
の
似
顔
絵
と
一
人

ひ
と
り
の
コ
メ
ン
ト
が
書
か
れ
た
応

援
旗
と
タ
オ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
は
、
会
場
の
皆
さ
ん
全
員
で

横
田
小
学
校
校
歌
を
声
高
ら
か
に
歌

い
上
げ
ま
し
た
。



新鼓笛隊による校歌演奏 校旗返納
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保護者へのインタビューに興味津々

金山小学校記念品

２
月
28
日
、
金
山
小
学
校
に
お
い
て
閉
校

記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
に
在
校
生

の
保
護
者
を
招
待
し
、
旧
鼓
笛
隊
と
新
鼓
笛

隊
に
よ
る
金
山
小
学
校
校
歌
最
後
の
演
奏
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
金
山
小
学
校
の
歴
史
を

ま
と
め
た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
は
、
保
護
者

の
小
学
校
時
代
も
映
し
出
さ
れ
、
懐
か
し
む

声
と
と
も
に
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
金
山

小
学
校
を
卒
業
し
た
保
護
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
は
、「
一
番
の
思
い
出
は
何
で
す
か
」

「
怒
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
教
え
て
く
だ
さ

い
」
な
ど
、
楽
し
い
質
問
が
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
竹
惠
子
さ
ん
に
よ
る
在
校
生
一

人
ひ
と
り
の
似
顔
絵
が
描
か
れ
た
複
製
画
の

レ
プ
リ
カ
が
記
念
品
と
し
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
３
月
21
日
、
卒
業
式
終
了
後
、
金

山
小
学
校
閉
校
式
が
行
わ
れ
、
校
旗
が
返
納

さ
れ
ま
し
た
。



TOWN TOPICS
町の話題

住民も興味津々
地域おこし協力隊活動報告会
３月１９日、開発センターにおいて地域お
こし協力隊活動報告会が行われました。この
報告会は、地域おこし協力隊が１年を通して
どのような活動を行ったのか、また今後の展
望などを説明する会で、会場には多くの町民
が訪れました。
今回の報告会では、活動２年目の隊員２名
が発表しました。発表後は、参加者から多数
の質問があり、地域おこし協力隊に対する関
心が高まっていました。

キャンドル・はがきアート展開催
３月８日～１９日の期間、東北電力奥会津
水力館みお里において「キャンドル・はがき
アート展」が開催されました。この展示は
『「輝け！未来」アートプロジェクト』という
東日本大震災復興支援の一環として取り組ま
れたものです。ここでは横田・川口保育所の
子どもたちが作成したキャンドルなどが展示
され、３月１１日には実際にみお里へ行き、
自分たちの作品を見て回りました。

町民からの質問に回答する田村隊員（左）と大竹隊員（右）

キャンドルを作成している様子

新たなステージでの活躍を誓い
金山中学校卒業証書授与式
３月１３日、金山中学校において卒

業証書授与式が挙行され、１０名の生
徒が卒業しました。卒業生代表の佐

さ

藤
とう

紗
さ

季
き

さん（上横田）は、３年間の学校
生活を振り返り「目標のために努力す
ることの大切さを学びました。将来ど
んなことがあってもこのことを忘れず、
あらゆることに立ち向かっていきたい
です」と力強く答辞を述べました。 卒業証書を受け取った卒業生、保護者、教職員の皆さん

8広報かねやま　７. ４. １０



TOWN TOPICS
町の話題

約１００㎞を駆け抜け
只見線リレーマラソン実施
３月２９日、只見線沿線において只見線リレ
ーマラソンが開催されました。午前６時３０分
頃に只見駅を出発し、２７区間に分けた只見線
沿線をタスキリレーしました。沿道には町民の
方々がかけつけ、横断幕や自作の応援パネルで
選手を激励しました。
季節外れの雪が降る中でしたが、無事ゴール
地点の会津若松駅にタスキが届けられました。

西谷地区を走る選手たち

祝・百歳賀寿贈呈式
３月２７日、⻆

つの

田
だ

佐
さ

平
へい

さん（西谷）の百歳
賀寿贈呈式が行われ、町長から県知事と町長
の賀寿が贈呈されました。
佐平さんは、子ども２人・孫６人・ひ孫
１４人の家族がいます。健康の秘訣を伺うと
「３度の食事をしっかりと食べてよく寝るこ
と」と教えてくださいました。また、趣味は
詩吟で、過去には沼沢湖水まつり恒例大蛇退
治の出陣の声を担当していました。

ご家族と一緒に記念撮影（中央）

４月からは１年生
横田・川口保育所
修了おいわいの会
３月２６日、横田・川口保
育所において修了おいわいの
会が行われました。子どもた
ちは修了証書を受け取ると、
将来やりたいことやなりたい
職業を発表しました。そして
保護者に向けて日頃の感謝の
言葉を贈り、新たな環境でも
頑張るという姿を見せました。

●修了証書を受け取る
ドキドキの瞬間
（川口保育所）

⬆●修了証書を受け取る
ドキドキの瞬間
（川口保育所）

●⬆●

感謝の言葉を
伝えてハグ　

（横田保育所）●➡
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Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

お
知
ら
せ

保
健
福
祉

病
院
に
行
く
か
、
救
急
車
を
呼
ぶ

か
迷
っ
た
ら
お
電
話
く
だ
さ
い
（
福

島
県
内
の
み
）。
専
門
家
が
24
時
間

応
対
し
ま
す
（
通
話
料
は
利
用
者
負

担
）。

▼
局
番
な
し
の
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル

「
＃
７
１
１
９
」

•
�

つ
な
が
ら
な
い
と
き
は

「
０
２
４

－

５
２
４

－

３
０
２
０
」

夜
間
の
子
ど
も
に
関
す
る
救
急
相

談
は
（
午
後
７
時
か
ら
翌
朝
８
時
ま

で
）

※
保
護
者
が
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
局
番
な
し
の
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル

「
＃
８
０
０
０
」

•
�

つ
な
が
ら
な
い
と
き
は

「
０
２
４

－

５
２
１

－

３
７
９
０
」

◎
問
い
合
わ
せ
…
保
健
係

☎
54

－

５
１
３
５

救
急
電
話
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

10広報かねやま　７. ４. １０

町の花 こぶし

大自然の恵み・こごみ

大蛇退治

大志集落の雪景色

今
年
は
金
山
町
が
合
併
し
て
70

周
年
の
年
で
す
。
記
念
式
典
な
ど
、

70
周
年
を
祝
う
特
別
な
イ
ベ
ン
ト

を
行
う
予
定
で
す
。

ま
た
、
金
山
町
合
併
70
周
年
を

記
念
し
ロ
ゴ
を
製
作
し
ま
し
た
。

70
の
中
に
ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
四

季
の
美
し
さ
、
観
光
資
源
、
未
来

へ
続
く
只
見
線
な
ど
、
金
山
町
の

魅
力
と
素
晴
ら
し
さ
を
込
め
た
デ

ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
：
大
竹

惠
子

アザキ大根の花畑

霧幻峡の渡し

深緑の御神楽岳

奥会津金山赤カボチャ

ＪＲ只見線

７０周年を記念しロゴを製作しました



家
庭
用
電
動
生
ご
み
処
理
機

の
購
入
に
補
助
金
が
出
ま
す

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
減
量
化

な
ど
を
進
め
る
た
め
、
電
動
の
生
ご

み
処
理
機
を
購
入
し
た
世
帯
に
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。
１
世
帯
に
１
基

ま
で
が
対
象
で
す
。

▼
補
助
金
額

本
体
価
格
（
税
込
）
の
５
分
の
４

（
上
限
５
０
，
０
０
０
円
）

▼
補
助
対
象
と
な
る
生
ご
み
処
理
機

家
庭
用
の
電
動
式
生
ご
み
処
理
機

（
温
風
乾
燥
型
や
微
生
物
分
解
型
）

た
だ
し
、
次
の
も
の
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

•
�

生
ご
み
を
単
に
細
か
く
す
る
だ
け

の
も
の

•
�

２
，
０
０
０
円
未
満
の
機
器

•
�

消
耗
品
や
付
属
品
、
修
理
費

•
�

中
古
品

▼
補
助
対
象
と
な
る
方

実
際
に
町
内
に
居
住
す
る
町
民
で
、

次
に
当
て
は
ま
る
方

•
�

購
入
し
た
生
ご
み
処
理
機
を
町
内

の
自
宅
に
設
置
し
た
方

•

町
税
等
の
滞
納
の
無
い
方

※
一
度
補
助
を
受
け
た
世
帯
は
、

３
年
間
は
補
助
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

▼
補
助
を
受
け
る
手
続
き

購
入
し
た
日
か
ら
６
か
月
以
内
に
、

申
請
書
兼
請
求
書
に
必
要
書
類
（
領

収
書
と
保
証
書
の
写
し
）
を
添
え
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
算
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

処
理
機
購
入
前
に
保
健
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
書

兼
請
求
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
保
健
係

☎
54

－

５
１
３
５

飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予

防
注
射
に
関
す
る
お
願
い

全
て
の
飼
い
主
は
、
狂
犬
病
予
防

法
で
犬
の
登
録
と
予
防
接
種
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
は
飼
い
主
と
し
て
の
責

任
で
す
。
登
録
は
１
回
き
り
で
す
が
、

予
防
接
種
は
毎
年
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
、
年
１
回
の
予
防
接

種
を
忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
は
登
録

が
必
要
で
す
。
住
所
変
更
や
飼
い

犬
が
死
亡
し
た
場
合
に
も
、
保
健

福
祉
課
ま
た
は
横
田
出
張
所
に
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

金
山
町
の
定
期
予
防
接
種
日
程

▼
日
時

５
月
14
日
（
水
）

▼
場
所

町
内
を
巡
回
し
ま
す
。

※
す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
に

は
個
別
に
通
知
し
ま
す

▼
料
金

登
録
犬　
　

３
，
２
５
０
円

未
登
録
犬

６
，
２
５
０
円

詳
し
く
は
次
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
保
健
係

☎
54

－

５
１
３
５

役場1階ロビーに乾燥型生ごみ
処理機を展示しています

本
名
財
産
区
で
は
、
森
林
の
伐
採

や
町
道
、
林
道
等
の
刈
払
を
行
う
作

業
員
を
募
集
し
ま
す
。

募

集

▼
作
業
期
間

令
和
７
年
５
月
中
旬
〜
11
月
下
旬

▼
勤
務
時
間
等

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前

７
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

▼
賃
金

日
額

１
２
，
５
０
０
円

▼
保
険
等

雇
用
（
失
業
）
保
険
あ
り
。
労
災

保
険
は
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償

を
適
用
。

▼
資
格
等

町
内
に
居
住
し
て
い
る
方
で
年
齢

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

▼
募
集
期
間

４
月
10
日
（
木
）
〜
４
月
25
日

（
金
）

▼
募
集
人
員

４
名
程
度
（
試
験
あ
り
）

▼
申
込
方
法

金
山
町
役
場
ま
た
は
横
田
出
張
所

に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
…
林
業
係

☎
54

－

５
３
２
２
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本
名
財
産
区
作
業
員
募
集



オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ
を
利
用

し
た
賭
博
行
為
は
犯
罪
で
す

最
近
、
ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ

に
つ
い
て
「
海
外
で
運
営
し
て
い
る

か
ら
罪
に
な
ら
な
い
」「
日
本
に
は

オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ
を
取
り
締
ま
る

法
律
が
な
い
」
と
い
っ
た
誤
っ
た
情

報
発
信
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
オ

ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ
は
海
外
で
は
合
法

的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
日
本
国
内
か
ら
サ
イ

ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
賭
博
行
為
を
行

う
こ
と
は
「
賭
博
罪
」
や
「
常
習
賭

博
罪
」
に
該
当
し
ま
す
。

賭
博
罪
…
賭
博
を
し
た
者
は
、
50
万

円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
科
料
に
処

す
る

常
習
賭
博
罪
…
常
習
と
し
て
賭
博
を

し
た
者
は
、
３
年
以
下
の
懲
役
に

処
す
る

ま
た
、
直
接
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ

を
利
用
し
た
賭
博
行
為
を
し
て
い
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
日
本
国
内
で
オ

ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ
の
入
金
や
出
金
と

い
っ
た
決
済
に
関
与
し
た
り
、
広
告

や
宣
伝
で
他
の
人
を
オ
ン
ラ
イ
ン
カ

ジ
ノ
に
勧
誘
す
る
こ
と
は
、「
賭
博
幇

助
」
な
ど
の
罪
に
問
わ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ
に

「
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ
に
興
味

を
持
っ
た
り
、
友
達
な
ど
に
勧
め
ら

れ
た
と
し
て
も
絶
対
に
賭
博
行
為
を

行
わ
ず
、
関
わ
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
！

◎
問
い
合
わ
せ
…

会
津
坂
下
警
察
署
生
活
安
全
係

☎
０
２
４
２

－

83

－

３
４
５
１

令
和
７
年
度
固
定
資
産
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
金
山
町
固
定
資
産
縦

覧
帳
簿
は
４
月
30
日
ま
で
縦
覧
可
能

で
す
。

▼
受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
日
祝
日
は
除
く
）

▼
場
所

金
山
町
役
場
住
民
課
窓
口

な
お
、
縦
覧
は
固
定
資
産
税
の
納

税
義
務
者
に
限
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
住
民
係

☎
54

－

５
１
２
１

暮
ら
し

公
衆
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
の

屋
内
利
用
に
つ
い
て

各
行
政
区
で
稼
働
し
て
い
る
公
衆

Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
屋
内
で
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

屋
内
で
利
用
す
る
場
合
は
Ｗ
ｉ
－

Ｆ
ｉ
６
に
対
応
し
た
中
継
機
器
を
設

置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
の
利
用
料
金
は
無
料

で
す
が
、
屋
内
用
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
中
継

機
器
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

▼
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
中
継
器
の
貸
し
出
し

を
行
い
ま
す

今
後
「
お
試
し
用
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
中

継
機
器
」
の
短
期
間
貸
出
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

貸
出
の
開
始
時
期
は
４
月
半
ば
以

降
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
が
決

ま
り
次
第
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

※
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト

か
ら
の
距
離
や
建
物
の
構
造
な
ど

に
よ
り
電
波
が
弱
ま
る
地
域
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
公
衆
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
サ
ー
ビ
ス
利
用

方
法

Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
６
に
対
応
し
た
機
器

端
末
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
）
上
の

設
定
画
面
で
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｄ

「K
A
N
E
Y
A
M
A
_F
ree_W

i-F
i

」

を
選
択
し
、
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
す

れ
ば
利
用
可
能
で
す
。

▼
パ
ス
ワ
ー
ド

「kabom
aru07445

」

※
一
度
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
し
認
証

す
れ
ば
以
降
の
再
入
力
は
不
要
で

す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
総
務
係

☎
54

－

５
２
２
２
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日
本
で
は
年
間
約
１
３
０
０
件
の

山
火
事
が
発
生
し
て
お
り
、
中
で
も

空
気
の
乾
燥
す
る
１
月
か
ら
５
月
に

集
中
し
て
い
ま
す
。
ま
た
本
年
は
２

月
26
日
に
岩
手
県
大
船
渡
市
で
大
規

模
な
山
林
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

山
火
事
の
原
因
は
、
１
位
に
た
き
火
、

２
位
に
火
入
れ
、
３
位
に
放
火
お
よ

び
放
火
の
疑
い
と
人
的
な
原
因
が
多

数
を
占
め
て
お
り
、
落
雷
な
ど
の
自

然
現
象
か
ら
火
災
が
発
生
す
る
こ
と

は
極
稀
で
す
。
山
菜
採
り
や
登
山
で

入
山
す
る
機
会
が
増
え
る
季
節
と
な

り
ま
す
が
、
次
の
点
に
注
意
し
山
火

事
の
発
生
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

•
�

枯
れ
草
等
の
あ
る
火
災
が
起
こ
り

や
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火
を
し

な
い

•
�

た
き
火
等
火
気
の
使
用
中
は
、
そ

の
場
を
離
れ
ず
使
用
後
は
完
全
に

消
火
す
る

•
�

強
風
時
お
よ
び
乾
燥
時
に
は
、
た

き
火
、
火
入
れ
を
し
な
い

•
�

た
ば
こ
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で
喫

煙
し
吸
い
が
ら
は
投
げ
捨
て
な
い

•
�

火
遊
び
は
し
な
い

一
人
ひ
と
り
が
森
林
の
大
切
さ
を

認
識
し
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
万
が
一
火
災
が
発
生
し
た

場
合
や
火
災
を
発
見
し
た
場
合
に
は

無
理
に
消
火
し
よ
う
と
せ
ず
、
速
や

か
に
１
１
９
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

○
火
事
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

◎
問
い
合
わ
せ
…

会
津
坂
下
消
防
署
金
山
出
張
所

☎
54

－
３
１
０
０
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山
火
事
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

人

事

新
し
い
区
長
が
決
ま
り
ま
し
た

地

区　
　
氏　
　
名
（
敬
称
略
）

川

口　
　

長
谷
川

金

助

小
栗
山　
　

横

山

一

男

八

町　
　

目

黒

三

雄

玉

梨　
　

髙

橋

信

彦

西

谷　
　

宮

崎　
　
　

拡

本

名　
　

目

黒

隆

明

橋

立　
　

五
十
嵐

信

次

大

志　
　

水

井

昇

司

板

下　
　

渡

邊

新
太
郎

宮

崎　
　

目

黒　
　
　

謙

上

田　
　

星　
　
　

正

弥

水

沼　
　

青

栁

成

朋

上
大
牧　
　

渡

部

勇

吉

下
大
牧　
　

小

池

豪

紀

高

倉　
　

五
ノ
井

邦

彦

大
栗
山　
　

加

藤

賢

享

福

沢　
　

若

林

豊

曻

三

更　
　

星　
　
　

賢

也

沼

沢　
　

五
十
島

良

正

太
郎
布　
　

八

須

友

磨

横

田　
　

渡

部

真

明

上
横
田　
　

武

満

和

也

土

倉　
　

星　
　
　

晴

夫

西

部　
　

小

林

孝

由

大

塩　
　

小

沼

康

弘

滝

沢　
　

菅

家

国

男

田

沢　
　

渡

部

勝

也

山
入
一　
　

須

佐

政

二

山
入
二　
　

栗

城

秀

一

越

川　
　

横

田

秀

昭

消
防
団
長

３
月
31
日
付
け
で
消
防
団
長
の
鈴

木
茂
さ
ん
（
板
下
）
が
退
任
さ
れ
、

そ
の
後
任
と
し
て
４
月
１
日
付
け
で

金
山
町
消
防
団
長
に
横
田
俊
道
さ
ん

（
横
田
）
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

の
２
年
間
で
す
。

横
よこ

田
た

俊
とし

道
みち

さん

３
月
18
日
付
け
で
金
山
町
農
業
委

員
に
鈴
木
茂
さ
ん
（
板
下
）
が
新
た

に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
８
年
７
月
19
日
ま
で

の
１
年
４
ケ
月
間
で
す
。

農
業
委
員
会

鈴
すず

木
き

茂
しげる

さん



６
月
１
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日

福
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
お

よ
び
福
島
地
方
法
務
局
に
お
い
て
、

６
月
１
日
の
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

を
中
心
に
、
県
内
各
地
で
啓
発
活
動

お
よ
び
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
で
行
い
ま
す
。
開
設
場
所
や
日
程

は
、
福
島
地
方
法
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、

開
催
日
時
等
を
変
更
す
る
場
合
も
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
容
赦
願
い
ま
す
。

な
お
、
電
話
相
談
に
つ
い
て
は
、

随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
願

い
ま
す
。

▼
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

０
５
７
０

－

０
０
３

－

１
１
０

▼
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０

▼
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０

◎
問
い
合
わ
せ
…

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
４

－

５
３
４

－

１
９
９
４
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こ
れ
か
ら
の
予
定

★
４
月
★

▼
16
日
（
水
）

•

運
転
免
許
更
新

午
前
９
時
30
分
～

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
18
日
（
金
）

•

古
文
書
教
室

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
20
日
（
日
）

•

春
季
検
閲
式

▼
21
日
（
月
）

•

粗
大
ご
み
収
集
日

▼
24
日
（
木
）

•

介
護
予
防
運
動
教
室

横
田
公
民
館

▼
26
日
（
土
）

•

資
源
回
収

小
・
中
学
校

★
５
月
★

▼
１
日
（
木
）

•
�

町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
オ
ー

プ
ン

▼
３
日
（
土
）
〜
6
日
（
火
）

•
�

奥
会
津
金
山
手
し
ご
と
展

み
お
里

▼
９
日
（
金
）

•
�

小
学
生
ヒ
メ
マ
ス
放
流

【
３
月
31
日
付
】

★
退
職

▼
五ご

ノの

井い

輝て
る

夫お

（
商
工
観
光
課
長
）

▼
齊さ

い

藤と
う

啓け
い

太た（
教
育
委
員
会
教
育
係
）

▼
錦に

し
き

優ゆ
う

佳か

（
横
田
保
育
所
）

★
離
任
（
福
島
県
へ
）

▼
阿あ

部べ

ひ
ろ
み

（
保
健
福
祉
課
保
健
係
）

【
４
月
１
日
付
】

★
派
遣
職
員
（
福
島
県
か
ら
）

▼
保
健
師

保
健
福
祉
課
保
健
係

新
し
い
町
職
員
を
紹
介
し
ま
す

佐
さ

藤
とう

陽
はる

菜
な

★
新
規
採
用
職
員

▼
一
般
行
政
職

保
健
福
祉
課
福
祉
係

五
い が ら し

十嵐 彬
あき

洋
ひろ

そ
の
他

栗
くり

田
た

哲
てつ

也
や

【
４
月
１
日
付
就
任
】

４
月
１
日
付
け
で
金
山
町
副
町
長

に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
４
年
間
で
す
。

副
町
長

４
月
１
日
付
け
で
沼
沢
公
民
館
長

に
山
口
敏
哉
さ
ん
（
板
下
）
が
任
命

さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

の
２
年
間
で
す
。

沼
沢
公
民
館
長

山
やま

口
ぐち

敏
とし

哉
や

さん



金山町の人口（ 4月 １日現在）
世 帯 数� 971世帯（−６）
人　　口� 1,704人　（−９）
　 男 � 839人　（−７）
　 女 � 865人　（−２）

※（　）内は先月比　　住民基本台帳から

２
月
16
日
〜
３
月
15
日
集
計

⃝

寄
付
件
数

27
件

⃝

寄
付
金
額

五
十
一
万
六
千
円

ご
寄
付
は
地
域
の
活
性
化
事
業
や

自
然
環
境
の
保
全
事
業
な
ど
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
寄
付
に
感
謝

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

沼
沢
湖
周
辺
施
設
の

オ
ー
プ
ン
に
つ
い
て

妖精美術館　企画展も開催します

沼
沢
湖
周
辺
施
設
は
４
月
26
日

（
土
）
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
商
工
観
光
係

☎
54

－

５
３
２
７

今月の納税
⃝固定資産税 １期・全期
⃝軽自動車税 全期

納期限は
4月30日
納め忘れにご注意ください

あの人この人
３月届出（敬称略）

　『広報かねやま』への記載に同意して
いただいた方のみ掲載しております。

こんにちは赤ちゃん

栗
くりき

城 千
ちひ ろ

紘 父・一　樹�（宮　崎）　　　　　 母・美　和

霊よ安らかに

滝　沢　源　一（80歳）上横田
菅　家　チヱ子（79歳）滝　沢
大　竹　茂　代（88歳）大　志
栗　城　哲　治（90歳）小栗山
長谷川　トシ子（89歳）板　下
栗　田　守　夫（80歳）本　名

⎞
⎠

⎛
⎝
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自家消費用食品等の放射性
物質簡易測定の結果について

　複数の検体を測定している場合は最低値と最高値
を表示しています。
（測定年月日 令和７年３月１日～令和７年３月３１日）
※「ＮＤ」は、10ベクレル/㎏未満です。（単位：ベクレル/㎏）

※厚生労働省が定める一般食品の放射性セシウムの
基準値は１００ベクレル／㎏です。
　町では自家消費用の食品等について放射線測定を
役場で行っています。
◎問い合わせ…
　保健係　☎５４－５１３５

（自家消費用食品について）
　林業係　☎５４－５３２２

（販売用食品について）　　

品　　名 測定件数 未検出数
セシウム

（134＋137合計値）
地下水 3 2 10.1
焼却灰 1 0 172.3



かねやまの支え 愛

ホームページアドレス　https://www.town.kaneyama.fukushima.jp/
電子メールアドレス　　office@town.kaneyama.fukushima.jp

かねやまの支え

ホームページアドレス　https://www.town.kaneyama.fukushima.jp/
電子メールアドレス　　office@town.kaneyama.fukushima.jp

愛

（左から）花野隊員、大竹隊員、町長、田村隊員、小山隊員

地
域
お
こ
し
協
力
隊
委
嘱
状
交
付

４
月
１
日
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
委
嘱
状
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
竹

惠
子
隊
員
と
田
村
淳
隊
員
は
継
続
３
年
目
、
小
山
歩
乃
佳
隊
員
と
花
野
千
尋
隊

員
が
新
し
く
協
力
隊
と
な
り
、
町
の
協
力
隊
は
４
人
体
制
と
な
り
ま
す
。
各
隊

員
に
今
後
の
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小こ

山や
ま

歩ほ

乃の

佳か

新
隊
員

こ
の
度
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

な
り
ま
し
た
小
山
歩
乃
佳
と
申
し
ま

す
。
金
山
町
の
自
然
溢
れ
る
綺
麗
な

街
並
み
や
地
域
の
方
の
優
し
さ
に
魅

了
さ
れ
移
住
を
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
空
き
家
対
策
な
ど

の
仕
事
に
携
わ
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
す
が

様
々
な
こ
と
を
覚
え
て
皆
さ
ん
の
お

役
に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
引
っ
越
し
て
き
た
ば
か
り
で

す
の
で
地
域
の
方
に
ア
ド
バ
イ
ス
や

知
恵
を
頂
き
な
が
ら
一
生
懸
命
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

花は
な

野の

千ち

尋ひ
ろ

新
隊
員

今
年
度
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
花
野
千
尋
と
申
し
ま

す
。
大
学
院
生
時
代
か
ら
ご
縁
が
続

き
ま
し
て
、
学
芸
員
と
し
て
文
化
財

関
係
の
お
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
未
熟
な
部

分
も
あ
り
ま
す
が
、
精
一
杯
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

田た

村む
ら

淳あ
つ
し

隊
員

皆
さ
ん
の
お
陰
で
充
実
し
た
日
々

を
送
ら
せ
て
頂
い
て
ま
す
。
協
力
隊

と
し
て
は
か
す
み
草
栽
培
研
修
や
冬

場
の
仕
事
作
り
の
為
、
い
ろ
い
ろ
な

方
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
頂
き
な
が

ら
、
試
行
錯
誤
し
て
い
る
所
で
ご
ざ

い
ま
す
。

協
力
隊
と
し
て
最
後
の
１
年
間
も

引
き
続
き
か
す
み
草
研
修
や
マ
タ
タ

ビ
細
工
、
そ
の
他
に
も
色
々
や
っ
て

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
さ
ん
も
何
か
あ
れ
ば
お
気
軽

に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。
最
後
の
１

年
間
、
改
め
て
気
を
引
き
締
め
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
皆
様
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大お
お

竹た
け

惠け
い

子こ

隊
員

協
力
隊
最
後
の
１
年
間
に
な
り
ま

す
。
２
年
間
活
動
し
て
き
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
の
情
報
発
信
、
様
々
な
ご
依
頼
の

イ
ラ
ス
ト
等
の
制
作
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
や
色
鉛
筆
教
室
な
ど
ア
ー
ト
で

の
交
流
、
自
身
の
作
品
制
作
を
続
け

な
が
ら
、
色
鉛
筆
画
家
と
し
て
活
動

し
て
い
く
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ア
ト
リ
エ

作
り
を
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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